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平成２２年農林業センサス（単位：戸） 

農家数 ５２８ 
内販売農家数 ３４１ 

専業 第 1 種兼業 第 2 種兼業 

６５ ５０ ２２６ 

内自給的農家 １８７  

  

 

農業委員会視察研修（ﾎﾝﾓﾛｺ養魚場） ヘアリーベッチ耕運（長岡地区） 

田植え風景（長岡地区） 

児童による梨園見学（大日地区） 



農業委員会視察研修報告           農業委員   鈴木 泰啓 

平成 25 年 7 月 12 日に君津市にある久留里ホンモロコ生産組合・養魚場及び長生村の

南部アイガモ農法研究会によるアイガモ農法とマコモタケ生産地の視察を行いました。 

ホンモロコ生産組合・養魚場は、休耕地を利用した食用淡水魚「ホンモロコ」の養魚事

業で、田んぼに水を引いた簡単な池で育てることができることから、組合では現在５名の

生産者が上質な井戸水と休耕田を使用して養殖に取り組んでいるそうです。 

ホンモロコは、コイ科の魚で体長８cm 前後に成長し、川魚特有の臭みがないことから

おいしいと評判の魚で、製造卸販売業者・地元旅館・ゴルフ場のほか県外へも出荷され、

㎏当たり 3,000 円前後で取引されているということですが、川鵜や青鷺の鳥害対策、夏場

の水温管理や出荷量の安定化が課題だそうです。 

南部アイガモ農法研究会は平成 10 年に発足、現在 9 名で 9ha 栽培しており、本年もア

イガモ 900 羽を放鳥するということです。農法は、農薬や化学肥料を使用せず基肥に堆肥

を使用した完全無農薬栽培で、アイガモは田んぼの雑草や虫を食べ、糞は肥料になり、ま

た田んぼをカモが歩き回るので稲の根が強くなる 

ということですが、手間がかかる割に収量は少な 

目（10a 当たり 420～480kg）で、また「生き物

を飼う難しさ」があり、犬や害獣から守るため田

んぼの周囲に高さ 1.5m の網を張り巡らしている

ほか、餌やりも必要だということです。 

この研修視察を参考に当市農業委員会でも休耕 

地の有効利用等に取り組んでいきたいと思います。 

 

 

平成２６年度標準農作業料金表                     

契約条件 金額（円）

水田作業 １日当り 9,000

畑作業 １日当り 8,000

耕起
（トラクター）

10ａ当り 6,000

代かき
（トラクター）

10ａ当り 6,200

畦ぬり
（トラクター）

１ｍ当り 40

植付（田植機）
10ａ当り

（苗代除く）
7,000

刈取脱穀
（コンバイン）

10ａ当り 18,000

乾燥調整 60kg当り 2,700

育苗
１箱当り
（土・種代

　含む）

800

畑作業
（トラクター）

10ａ当り 5,500

作業種目

手
作
業

機

械
作
業

 

 

水田のアイガモ 

四街道市農地の賃借料情報について 

平成 25 年 1 月から 12 月までに、本市において  

締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10

ａ当たり）は、次のとおりとなりましたのでお知

らせします。 

区分 
平均額 

 （円） 

最高額 

 （円） 

最低額 

 （円） 
データ数 

田 

(水稲) 
12,900 20,000 4,300 11 件 

畑 

(普通畑) 
8,300 10,900 5,100 5 件 

※賃借料を物納(米)で設定されている場合は、米 

60kg 当たり 11,700 円に換算している。 

※金額は、算出結果を四捨五入し、100 円単位と 

 している。 

※平均額は、データ数により加重平均した値であ

る。 

※データ数は、集計に用いた締結数である。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
私が新規就農して 

        今年で３年目になり、

四街道市に越してき

てからは５年目にな

ります。 

農業を始める前に、 

富里市と佐倉市の農 

家で研修をさせてい

ただき、また農業法人でのアルバイトな

どを通して、露地野菜の栽培について勉

強させていただきました。 

 その後、いざ自分一人で農業を始めて

みると、なかなか作業がはかどらなかっ

たり、ちょっとしたことにつまづいた

り、天候に左右されたりと厳しさも実感

しています。 

 そんな時、普段からお世話になってい

る農家さんや知り合いの農家さんにい

ろいろ教えていただいて、それが支えと

なってここまでくることができました。 

 今はまだ、農業で生計をたてられると

ころまでいっていないので、アルバイト

をしながらですが、徐々に農業での収入

を増やしていって、さらには収穫した農

産物で加工品なども作ることができた

らと思っています。 

 今後も、皆さんのご協力にこたえられ

るよう、頑張っていきます 

   
        私はオリエンタルユ

リを主とした切り花を

生産栽培しています。

ユリは、オランダ、チ

リ、ニュージーランド

から輸入した球根を使

用して周年生産します

が、昨年からの円安や

中国、ベトナム、メキ

シコなど新興国での需

要増大による現地価格 

の上昇から日本国内で流通する球根価格

が上昇しています。加えて、燃油費の高騰

により、燃料使用量を削減するため輸送船

がスピードを落としているので、日本国内

への促成球の入荷が遅れています。 

燃油費の高騰は生産にも影響がありま

す。特にオリエンタルユリは夜温 15℃～

18℃に保たなくてはならないので、冬期の

暖房費の上昇は大きな負担になります。そ

こで私達が昨年導入したヒートポンプ

（H.P）が効果を発揮します。H.P は業務

用のエアコンで加温機と併用しますが、石

油暖房機のみの加温と比べ暖房費が半分

以下に削減できます。また、H.P を使用す

ると、蒸散抑制がかからないこと、夜温が

慣行栽培より上げられることにより、栽培

期間の短縮及び品質の向上が認められ、促

成球の入庫が遅れても早期出荷が可能に

なります。また、夏期に夜冷を行うことに

より出荷期も長くなります。 

球根や燃料価格が高い状況でも、H.P を

上手に使い高品質安定出荷に取り組むこ

とや市場に近い産地の強みを生かすこと

で有利な販売に繋げ、安定経営をしていき

たいと思います。 

 

新規就農して ユ リ の 生 産 

 
木村 恭子さん 本田 昌裕さん 

認定農業者制度を活用しましょう

認定農業者制度とは？
　効率的かつ安定的な農業経営を目指し、農業者が自らの農業経営改善（規模拡大）の意向を計画に
まとめ、市がその計画の内容を適当であると認定したものを「認定農業者」といいます。認定農業者に対
しては、「農業のスペシャリスト」として関係機関が支援を行い、農業経営の発展を目指すものです。
現在、２０名と１法人が認定されております。

認定農業者のメリットは？
○　低利資金の融資が利用できます。
○　農用地の利用集積を支援（農業委員会が利用関係を調整）します。

認定農業者制度に関するお問い合わせ・手続きは、四街道市役所産業振興課（℡４２１－６１３３）まで  



   農業者年金に 

   加入しませんか 
 

 

～ しっかり積み立て、がっちりサポート 安心で豊かな老後を ～ 

 

☆ 農業に従事されている方なら広くご加入いただけます  

① 国民年金の第１号被保険者で 

② 年間６０日以上農業に従事している 

③ ２０歳以上６０歳未満の方ならどなたでも加入できます。 

☆ 少子高齢時代に強い年金です 

  自ら積み立てた保険料とその運用益により年金額が決まる「積立方式（確定拠出型）」の年金です。 

  少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。 

☆ 保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます 

保険料を自由に決められ（月額２万～６万７千円の間）、経営の状況や老後設計に応じていつでも見

直せます。 

☆ 終身年金で８０歳までの保証付きです 

農業者老齢年金は原則 65 歳から生涯受け取ることができます。仮に 80 歳前に亡くなられた場合で

も、80 歳までに受け取れるはずだった農業者老齢年金の額の現在価値に相当する額を、ご遺族に死

亡一時金として支給します。 

☆ 税制面で大きな優遇措置があります 

支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税が節税になります。 

☆ 認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります 

認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族協定を結んだ配偶者・後継者など一定の要件を

満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高 1 万円）があります。 

～ 詳しくはＪＡまたは農業委員会までお問い合わせ下さい ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇◆ 農家の情報誌「全国農業新聞」 ◆◇◆     

   農業の情報満載です。購読してみませんか。 

   毎週金曜日発行、月額６００円（送料・税込）  

   お申込みは農業委員会事務局へ 

 

編編  集集  後後  記記  

春の風が心地よい季節となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

昨年は早い春の訪れや、猛威をふるった台風・竜巻、１０月まで猛暑が続いたか

と思えば秋は足早に過ぎ去り、寒い冬へと移行していきました。前々から騒がれて

いた「異常気象」というものを実感させられ、農作業にも影響があったこととお察

しいたします。 

本年は何事もなく無事一年を過ごせるよう願いつつ、編集後記とさせていただき

ます。                        JA いんば・内山 


